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＜大学の動き＞

井村総長，アメリカ合衆国及び

中華人民共和国を訪問

jド村総長は，大学問学術交流に関する打合せの

ため， 10月 22 日からアメリカ合衆国に i'J－＇，~.長し， 10

月26日帰国した。

同国への訪問は，日本入学生がブラウン大学を

初めて卒業してから本年が百周年に当たり，同大

学と日本の百年の関係を記念する式典に｜言j大学か

ら特に相かれたものである。この式典において，

JIニ村総長に名誉博士の称号が授与された。同大学

＜栄誉＞

満田久輝名誉教授が

文化勲章を受章

i前田久的1名誉教授・は平成6年度

文化勲章を授与され，去る11月3

1 皇店において伝達式が行われ
守、，』。

同名誉教授は，大正3年5月生

まれ，大阪府II＇，身。 II（~和 12年点都

帝国大学農学部農林化学科を卒業

の後，昭和27年本学化学研究所教綬， H百和30年本

学農学部教授に就任，栄養化学識!'itをm任され，
附和53年十戸年退官された。その後も，甲子園大学

学長，（財）環境科学総合研究所理事長，同所長，

などを歴任して，教育・文化や学術研究の発展の

ために精励されている。ll(l手1142年には他大学に先

がけて食品工学科の創設にjぷ棒された。多数の優

れた人材の育成に尽力され，栄養化学 ・食糧科学

の研究に励まれるかたわら，京都大学評議員，京

大体育会第5代会長として大学の色：理述併ならび

に発展にも貢献された。また， 日本学術会議会

員，学術審議会専門委貝， FAO/WHO/UNICEF 

合同蛋白質諮問委員 （アジア前席代表），日本栄

長・食級学会会長，日本ビタミン学会会長，日本

とは平成4年4月に「学術交流に閲する一般的覚

書」を締結しており，これを受けた今後の学術交

流についてグレゴリアン学長等との懇談を行っ

た。

また， n,H総長は，研究 ・教育事業の；たli'lrJliJ査

等のため， 10月 30 日から中華人民共和国に IH~.長

し， 11月2日帰国した。

｜司国への訪問は，かねてより中国科学院から船

請を受けていたものであり， jrij固における研究 ・

教育事業の現状についての路雨祥副院長及び詐智

宏副院長との懇談並びに関係機関の視察毛を行っ

た。あわせて，この機会に関係研究」？と学術交流

の状況等について意凡交換を行った。

国｜努食品科学工学連盟理事長をはじめ数々の要職

を歴任された。ll(l和50年には第10回国際：；従長学会

議（京者II）を組織委員長として成功に導き，昭和

53年にはjfijじく京都で開催された第5阿国際食品

科学L学会談会長の豆nを全うされるなど国際学
術交流にも貢献された。

同名誉教J受は~礎研究と応用研究の，，可立を椋傍

して，ビタミンの植物生化学的研究，特にビタミ

ン82の全生合成機構の解明など基礎研究を深〈

遂行される一方で，国民栄~の改4与を目指してビ

タミン強化米及びアミノ酸強化J択をおI］製された。

この成果は我が固ばかりでなく，開発途上国の

人々の栄主主改持にも大きくrt献している。また，
早くから円本の食午前の確保の必要性，特に.：￥：の長

Wlf!iii誌のE裂性に11：目して， l実敵ガス宥士、Iによる
冬眠密着ir；＝，断去の確立をはじめとする食柑の新）！）＇
i訟法の開発に貢献された。同名誉教授は琵琶湖で、

の水中貯l誌や愛媛県で、の地下貯成などの現地実験

を行い， .：￥：の品質劣化は酸化が主町、闘であること

を実証され，その独創的な研究の成果は海外でも

高く評filliされた。

以上の業績によって，同名誉教授は附和34年第

l同科学技術庁長官公， H百和46年国際食品科学工

学会パブコック・ハートU,un和49年には斯学：の
最高1'l・であるjrfj学会インターナショナル貨を受

賞，昭和56年アメリカ化学会から農芸化学 ・食品
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化学:D・を外国人としては初めて受賞・されるなど囲
内外の多くの’11を授与された。昭和56年には430
年の伝統あるサンマルコス大学から PROFESOR

HONORARIOの称号を受け，また，昭和59年に

は日本学士院を代表して英国学士院に派遣され，

ROY AL SOCIETY OF LONDON 及び ROYAL

IRISH ACADEMY (DUBLIN）での招待講演を行

われた。さらに昭和61年にはアインシュタイン特

別名誉科学賞を受賞された。

これらの功績により，同名誉教疑は，昭和55年

に紫綬褒章， 日本学士院:D・を授与され，昭和58年
には日本学士院会員に選定された。昭和60年秋勲

二等旭日重光章を叙勲，平成元年度文化功労者と

して顕彰され，さらにこのたび文化勲章を受章さ

れた。栄長化学分野としては昭和18年，オリザニ

ンの発見で知られる鈴木梅太郎博士以来の文化勲

章受章であり，農学分野でも坂口説一郎博士以来

実に27年ぶりの快挙であり誠に喜ばしし、。

（農学部）

沢田敏男名誉教授，上山春平名誉教授

が文化功労者に選ばれる

このたび，沢田敏男名替教授，上山春

平名誉教授が平成6年度文化功労者に選

ばれ， 11月4日国立教育会館で顕彰式が

行われた。

以下に両氏の略歴，業績等をキ！l介す

る。

沢田敏男名誉教授

沢田敏男名持教授は，大正8

年5月三重県に生まれ，昭和17年

京都帝回大学農学部農林工学科を

卒業し，岡山県立農業専門学校教

授を経て， l•iJ 25年京都大学農学部

農業工学科助教授，同34年教授と

なり，農業土木学第1講座を担任

した。その後，昭和46年農学部長，同53年学生部

長となり，同54年京都大学総長に選出され， 2期

6年にわたって大学行政に尽力した。昭和60年京

都大学名誉教授，同61年日本学術振興会会長とな

り，大学設置審議会委員などとしても活躍し，我

が国の文教行政と学術の国際交流に多大の貢献を

なして，現在に至っている。

同名誉教J受は，農業土木学の研究分野において
顕著な業績を挙げ，その学術上の進歩に著しい貢

献をした。その研究における特質としては，ダム

をはじめ水利諸施設の設計上の基本的問題に取組

み，新しい有意義な知見を得るとともに，これら

の新知見を実際のダムや水利諸施設の設計 ・解析

に応用して，その優れた成果を実証したことであ

る。

同名誉教授の幾多の業績のうち特記すべきもの

は，屍体の一部がコンクリートダム及びフィルダ

ムからなる複合ダムについて，接合部界商の形状

設計において接触而の非分離条件を求め，これに

適合する三次元曲面壁を創案し，コンクリー卜部

とフィル部との問に生じる地震ブJなどによる不等

沈下や変形に対応できる新しい設計理論を確立し

たことである。

同名誉教授はこれらの業績に対して， H目和58年

1襲業土木学会1’i

学，丘，同62年日本学士院’丘を受賞した。また.u百

平日58年ペル一国立工科大学名誉教授，同60年大韓

民国慶北大学校名誉哲学博士の称号やl<i]61年ドイ

ツ連邦共和国功労勲章大功労十字草（DasGrosse 

Verdienstkreuz）が綬与され，平成元年日本学士

院会員に選任され，同3年には勲一等瑞宝章を受

章した。以上のように，学術研究における偉大な

業績に加えて，国内外の学術発展を目指した指導

的な活躍がこのたびの栄誉をもたらしたものであ

り，誠に喜ばしいことである。

（民学部）
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上山春平名誉教捜

上山春平名営教授は，大正10年

1月16日台湾に生まれ， UH和18年

9月に京都帝国大学文学部析学科

を卒業し，愛知学芸大学助教授を

経て， H召和29年4月本学人文科学

研究所助教授となり，同43年4月

教授に昇任，丙洋忠弘！部門を担当

した。その後，同57年4月から同59年3月まで人

文科学研究所長及び本学評議員をつとめ，同59年

4月停年により退H，京都大学名誉教授ーの称号を

J受与された。本学退官後は，関丙外国語大学教
授，京都国立博物館長，甲南女子大学教J受を歴任
し，平成4年4月に京都市立芸術大学長の任に就

き，現在に至っている。

同名誉教授は，学者としての出発点を現代析学

に見出したが，土f－なる科学的研究に満足すること

なく，自己の研究領域を他分野にも精力的に拡大

してきた。

すなわち，哲学本米の分野では，現代哲学の般

Jまにある論理思想、の解明 とくに弁証法と形式論

理学の関係の研究に始まって，多面的な学際的研

究の基礎をなす観点と方法論を明らかにした。歴

史研究の分野においては，日本史を古代から現代

まで採索し，現代日本の成立を最古層から考察す

るとともに，現代世界における日本国家の特性を

その発生の状削に遡って解明した。そして，日本

思想史の分野においては，日本独自の思~、家の

＜紹介＞

理学部附属分子発生生物学研究センター

本センターは，平成5年4月より発足した新し

い研究施設である。スタ 7フも決まり研究の一部

がスタートしているので，本センターにおける研

究内容を紹介したい。

受精卵から，多細胞個体が形成される過程が

数々を発掘 ・紹介し，宗教史の分野では，日本仏

教の特質を広くインド仏教，中国仏教の脈絡にお

いて存分に分析した。さらに，日本文化論の分野

においては，人類文化における日本文化の位置を

探索し，その成果は今や学界での共通財産になっ

たといえる。

このように，同1'1誉教授の石~f究吊

野カ、ら出発し，「日本学」の確立をめざして大き

く国際的にその広がりを見せた。その業績は全て

創意詰lj見に満ち，その影響土！はアカデミックな社

会を越えて，社会全般にも広まり続けてきた。そ

の業績の全平等は，これまでの代表的著書を集成し

て現在刊行中の r上LI.I春平著作集』にみることが

で、きる。

また｜司名誉教J受は，研究領域の活動とともに，

国立国際美術館評議員，京都国立近代美術館評議

員， i付団法人平安建者111200年記念協会理事，国文

学研究資料館評議員，財同法人日本博物館協会理

事，国立民族学博物館評議員，国際日本文化研究

センター評議員，財団法人人文科学研究協会理事

長等をつとめ，文化財保護行政並びに学術研究機

構の充実と活性化にも多大な貢献を果たしてき

た。このような，学術的業績と我が国の学術文化

行政上の功績に対し，H百和43年11月に勾：日出版文

化賞，昭和62年11月に京都新聞文化賞が授与さ

れ， llPi和63年11月には紫綬褒章が授与された。

以上のような輝かしい研究業績と，我が国の文

化の発展における尽力がこのたびの栄誉をもたら

したのであり，誠に喜ばしいことである。

（人文科学研究所）

“発生”である。卵がどうやって親になるか，自

分自身の体がどうやってできたのか，だれもが一

度は抱いたことがある疑問だろう。発生現象の最

もドラマチックな部分は目に見えない次元で進行

するので，その不思議さに直接触れることができ

る人は少ないが，顕微鏡の下でメダカやニワトリ

の発生過程を観察する機会にでも恵まれれば，だ

れしもその神秘さに心を打たれるにちがいない。

一個の細胞から，複雑な体が間違いなく形成され
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る過程は，じつに驚異である。

動物の発生について簡単に説明しておこう。卵

は分裂を繰り返しながら成長するが，次第に，頭

部，腹部，尾部という ような部域差が生じ，やが

て脳，｜！民，肺， 腸という ような器宵が“分化”し，

同時に，体の特定の位置に手，足という ような構

造物が形成される。このような複雑な事象を支え

るには多量の情報が必要で，その情報の本体は遺

伝子である。動物細胞には104-105個もの遺伝子

がある。個々の遺伝子は，特定のタンパク質を合

成するための暗号であり，タンパク質は様々な角

度から細胞の性質 ・機能を規定している。イ本に頭

部－ltb部というような音I＼域差が生じたり，特定の

場所に特定の器官 ・構造ができるのは，それぞれ

の部域で特定の遺伝子が働いて，その暗号に対応

するタンパク質が合成され，細胞の性質が決めら

れるからである。おおざっぱにいうと，たとえ

ば， [I民を形成するために必要な遺伝子というよう

図1 マウスの脹において Wnt-3a遺伝子が働い

ている部岐を可視化した写点。この遺伝子

が働いている細胞を insitu hybridization 

という技術によりl’T黒く活色している。頭
部から胴部にかけ， 1r1wJの正中級に沿って
清色がみられる。さらに， Mの先端も諸色

していることにj主；立。この）壱における

Wnt-3a遺伝子の働きがなくなると，l記12

のような異常が生じる。多くの遺伝イーが，

この例のように，体の一部だけで働き，そ

れぞれの部域の形成に与る。

なものが存在する（厳密には， 一つの構造体は多

数の遺伝子の組み合わせにより形成される）。発

生生物学者の大切な作業は，このような体の構造

を決める遺伝子／タンパク質を一つ一つ見つけ，

そして，それぞれのはたらきを知ることである。

本センターでは，特定の発生現象，遺伝チに焦

点を当て，上の問題に挑戦しようとしている。そ

の一つが“Wnt”という遺伝チ群の研究である。

発生の過程で，細胞は互いにコミュニケーション

を取り合い，お互いの性質に影響を与える。これ

は，細胞問相克作用とよばれ，多細胞集同をとり

まとめるために必須な現象である。Wntは，そ

のようなコミュニケーションに必要な分子の一つ

で，Wnt-1,Wnt-2など類似のものが彼数知られ

ている。それぞれは，上で述べたように，体の特

定の部位だけで働いている。たとえば， Wnt-3a

は，発生の初期では中日f葉の一部で，後期には尾

の部分と中相互神経系の背側部分とで働く （同1）。

この遺伝子の働きが完全に抑えられると，体の後

半部がうまく形成されない。これは体の後半部を

支える中版業が分化しないからである。その働き

が少しだけ抑えられた場合には異常の程度は粍

く， ）Ji.Jri,が短くなる（図 2）。また Wnt-3aは，

他の Wntj宣伝チとともに，）］断の形成にも関与し

862ー

図2 Wnt-3a遺伝チの働きが異常のために生じ

たマウスの尾の異常。左の例体ほど，異常

が大きいっWnt-3a遺伝子の働きがさらに

悲くなると，体の後半却がうまく形成され

ず致死となる。一番右の個体は正常なマウ

ス。
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ている。Wnt遺伝子はこのように発生のために

必須であるが，その作用のしくみはわかっていな

い。Wnt遺伝チの突然変異例体を利用して，そ

の作用の分子機構に迫るのが一つの課題である。

このような研究を通じて，発生を制御する未知｜の

しくみが新たに解明されることを期作している。

さらに，本センターでは，現代発生生物学：のテ

クノロジーとして必須とされている ES細胞

(Embryonic Slem Cell IH:性幹細胞）を利用した

遺伝子機能解析を行うための設備と技術をセット

アップ中である。発生は，生物｛｜制休としておきる

現象なので，任意の遺伝チ／タンパク質の発生に

おける役割は，最終的には1f8J体レベルで検証され

ねばならない。ES*Ill｝］包（1).(13）は，収益細胞で

あるにもかかわらず，マウスの院に注入すると体

の一部になるという特殊なt't't'lをイiする。この性

質を利用して，試験管の中だけでは解析不可能な

遺伝チの機能を，個体内で調べることができる。

すなわち， ES細胞は，試験竹内実験と止体内現

象との橋波し役として使われるわけである。本セ

ンターでは，この実験システムを！日いた積々の研

－京都大学の百年 （第3回）一

図3 ES車IH胞の写兵。何十例もの細胞が泌を作っ

ている ？？後にあるのは， ES細胞の成長を

文えるための日ljの細胞。ES細胞は，マウス

の）Jfに人れると体の一部になることができ

るc

究を計回iしているが，このような研究は，発生の

しくみの解明のみならず，発生異常の原凶の究月fj

など，医学的価1f!Iもきわめて尚し、。

（理学部）

明治の授業料

受益者負担主義を学費徴収の原口iJとした明治の学校のJ受業料はおしなべて高額であるが，よく凡てみ
ると，規則どおりに徴収されたことはほとんどなし、。大阪域阿にあった舎密局時代の点怖一入学金600

疋，生徒費－.f受業料毎月 100疋は，その金額や納入の手続きなどからみて，適塾や慶応義~牲のそれに

倣ったものらしし、。当時は生徒の経済的事情によって大小のあるのが普通だったから，舎管局の場合も

似たりよったりだろう。

明治5(1872）年の「学術IJ」の脱定では，中学校の授業料は 1ヶ月 5JJJ50銭と定められ，別に 3円50銭

と2円の2等があった。第四大学：区第一番中学や開明学校のJ受1従来｜も当然これに準じたと忠われるが，
厳箱、に行われたかどうかは分からない。大阪外国語学校時代の文部省達は，極貧生の場合は lケJl50銭

以上の納入でも可としながら，その土地の状況や貧富の差によって増減しでも椛わないと，各学校ごと

のJ受業料徴収の自由を認めており，おそらく定則をかなり下回る金額であったと思われる。なお，開明
学：校では，既に明治6年7月の時点で，相！t"t生にかぎり 1ヶ月 ll'Jとする制度があった。

大阪英語学校の授業料は 1ヶ月 21刊を普通とし 他に貧困者を対象にした中等 1Plと下等50銭があっ

たが，下等については戸長の証明を必要とした。兄弟 21'1が入学した場合は， 50銭ずつ納めればよく，

また 3:?'1以上になると， 2名分のJ受業料納入で可という規定もあった。夏休みなどは納入の義務がな
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く，明治10(1877）年2月の改定では， 1学年 9ヶ月の計算で 1等18円， 2等 grg, 3等4円50銭と規

定しているが，実際にはこの金額どおりに徴収したわけではなし、。明治9年度の年報は，年間のJ受業料
収入を生徒数で割って 6／吋85銭余を得ており，また10年度の年報は，同じく 5円80銭余を算出している

が，いずれも納入月を10ヶ月半としており，前出の9ヶ月計算とは合わない。規定中の3等の授業料に

相当する 5' 6円が平均的な納入額であったというのも分かりにくいが，休暇中の米徴収だけでなく，

おそらく生徒一人ひとりの人・退学の時期に合わせて日割り計irのようなことが行われたのであろう。
長期欠席の場合も，同じような抜いであったと思われる。この辺は，江戸時代の寺小屋ーやね鎮のJ受業料

徴収のスタイルそのままである。

明治J2 (J 879）年9月の大阪専門学校通則は，本科の授業料を 1学期］ 3円，予科を 1円80銭としたが，

3学期制だから年間 9円，もしくは 5円40銭となる。英語学校時代の2分の 1程度であり， J受業料の大
幅値下げのように比えるが，毎学JUJの初めに全額を納入させ，欠席や退学なとごの倒人的事情は一切考慮

しないこととしたから，実質的な意味はあまりない。現に，｜言l年度の綬業料収入988円余を生徒数148名

で、割ると 6円67銭余となるが，これは前年度の平均 4/1]86銭余を上回っており，かえって負担桶になっ

ている。開校当初の大阪中学校の授業料ははっきりしないが，明治13年度の年報は 3円72銭余と算定し

ており，専門学校時代のほぼ半額である。15年7月の規則ではf語学期 1円， 2学兵IJ制だから年間 2/fjと

なり，これまでの授業料の中では一番安い。その理由の説明はないが全国l唯一の官立模範中学校とい

う特殊な地位が，あるいは影響していたのではなかろうか。

9ヶ月の短命に終わった大学分校時代には突然、J受業料が向くなる。未設の本科はともかく，予科で年
fil[ 15川という授業料は，かつての年額2円の実に7.5倍であるが，これは明治18(1885）年 6月の「直結

学校生徒J受業料大綱」の改定に伴うものである。東京大学の授業料が年額25円，事情により 15円， もし
くはJOl'Jまで減額出来るとしたが，大学分校の場合はおそらくこれに準じたものであろう。大阪中学校

から引き統き在学するものに限り，特別に年額3円としたため，新人生との間でトラブルを生じている

が，いずれにせよ，予科生もかぶった角帽の代償が大学並の高い授業料になったというわけである。な

お，小学校J受業料の強制徴収に凡られる，受益者負.J"ll主義の徹底された第三高等中学校時代は予科15
円，本科20円としたが，この高い授業料はその後再び下がることはなかった。

15円の授業料，月額にして 1/1]25銭の負担といっても今日の我々にはぴんとこないが，小学校教員の

平均月給が8円そこそこの時代だから，誰にでも気軽に払えるような金額ではなし、。大学分校生の過半

が人った寄桁舎の食費が月額3/Ljであり， 50銭程度の雑費を見込むと毎月少なくとも 5円前後は必要に

なる。こう凡てくると，普通のサラリーマン家庭にはとても手の届かない坊っちゃん学校であったとい

うことになるだろう。

凶みに，舎密局時代以後の校名の変選は 第四大学区第一番中学 （明治5年8月）→開明学校（明治

6年4月）→大阪外国語学校（明治7年4月）→大阪英語学校 （明治7年12月）→大阪専門学校（明治12

年4月）→一人阪中学校（明治13年12月）→大学分校（明治18年7月）→第三高等中学校（明治19年4月）→

節三高等学校（明治27年6月）となる。

（百年史編集委員会海原徹）
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LI 
生田耕作名誉教授

本学名誉教授生田耕作先生は， 10月21日

逝去された。字年70。

先生は， un和25年京都大学文学部文学科（フ
ランス語フランス文学専攻）を卒業，関商学：院

制Wl大学講師を経て，同26年京都大学講師（宵

回分校）に就任，フランス語の講義を担当され

た。同31年教養部助教授，同44年同教J受にまfイ壬，
l•iJ55年に退宵され，京都大学名誉教J受の称号を

受けられた。

本学退官後は，著述活動に専念し，多くの著

作及び翻訳を世に問われた。

阪合篤義名そ手数綬

本学t.~手数J受阪倉篤義先生は， 10月 22 日逝

去された。事年77。

先生は， un利16年京都千i';＇岡大学文学部文学科を
卒業後，文学部副手，第三自等学校講nm，教授を
経て同24年京都大学助教授（六回 ・字i台分校）に

就任，言語 ・日本文学 ・国語国文学の講義を抱当

された。｜司38年教授に界ff:.教養部に配間換，同

56年十；＝年により退官され，点都大学名誉教J受の称
号を受けられた。この間 jri]47年及び55年には教

徒部長を務められ，本学の管理運1常に多大の貢献

をされた。

本学退行後は， lド南女千大学教J受， 111－同法人新
村出記念l片岡理事長，京都日本語教育センタ一理

事長，放送大学客員数綬などを原作，併f壬され

f」。

先生の専門はフランスの現代文学で，アンド

レ・ブルトン，セリーヌ，マンデイアルグ，ノT

タイユら異端の作家たちの，犯罪，魔術やデカ

ダンスを主題にした芸術性の高い作品を位極的

に翻訳，研究され，優れた成果を栄げられた。

その業組は械めてユニークなものであり，フラ

ンス文学研究の新進学徒に計り知れない影響を

与えられた。

また，晩年には，京都府による鴨川改修計阿

に反対して，江戸時代の鴨川風民を錨いた絵l山l

の民覧会を聞くなどして環境保護運動家として

の一的iをも示された。

ここに諌んで、哀悼の：替、を表します。

（総合人11¥J＇.手：店II)

先生の研究領域は広く，文法論 ・諦構成論 ・辞

書と昨持論 ・文章論 ・文章史 ・古典n：釈，そして
芸能史に有るが，主著『語構成の研究』に代表さ

れる語構成論は，占代日本語の構成的事実に関す

る，初めての体系的業績であり，且つ先生の文法

理論の文法 ・ 態度を明らかにし，多方1mへの~~枠

をもった。その態度は常に＜表現＞の形成を問う

ことにあり，それが文章論 ・文章史研究の水準を

高めることになった『表現と文体』に具体化した

他，多くの古典注釈のf!.':かながi実となった。

先生はH白和43年学術審議会専門委員， ｜百J47,

52, 54年国語審議会委員，また，国語学会の~＇！＇－議

日，理事をE主任して， j6]60年から同63年まで代表

理事を務められ，平成6年6月には名誉会貝にな

られた。

ここに謹んで公悼の立を表します。

（総合人！日！学部）
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京大広報

平成5年度歳入・歳出決算額及び予備的経費配分実績

平成5年度歳入・歳出決算額友ぴ対前年度比較調

（文部省所管国立学校特別会計）

1994. 11. 15 

区 分 平成5年度決算額 平成4年度決算額 差引増ム｛成績 増 6.iJ成率

歳 入

附 属 病 院 収 入

授業料及入学検定料

学校財 l藍処分収入

雑 ~JI. 

Z口〉 計

歳 11-'i 

国 」L 学 校

人 f午

物 f’ト
大学： 附属 病 院

人 件

物 ｛牛

研 究 所

人 件

物 件

施 設 整 台市 費

物 件

特別施設整備費

ヰ却

ft 
人

物

（職員旅費）

区

f牛

件

f牛

分

入

資

資’

資

費

資

費

費

費

費

!ft 

1 .予算額

2.部局長会議決定による配分額

(1）会議 出席旅費

（校資）

区 分

1 予 ~： 額

2 部局長会議決定による配分額

(1）縦年的補足経費

(2）教育研究経費

教育研究用図啓撃備

教育研究用設備費

教育研究用事業費

(3）厚 生 補 導 費

学 生 寮 望量一 イ浦

E果 タ十 活 lli/J 資

円 円 円 % 

15,867 099,313 17' 188. 589 ,464 ム1,321,490,151 ム7.69

8,181,218,670 7,501,869,110 679,349,560 9.06 
。 171,450,000 ム171,450.。。。

3 685町115072 3,862,737,544 ム177,622.472 ム4.60

27,733,433,055 28,724.646,118 ム991,213,063 ム3.45

49 '317.473' 260 47 907 989 867 l, 409 '483, 393 2. 94 

31,928,421,243 31,704,316,147 224,105,096 0.71 

17,389,052,017 16.203,673.720 1. 185 '378. 297 7.32 

20,493,805,528 19,770,412,814 723,392,714 3.66 

8,413.266,701 8,297,337,268 115 '929. 433 1.40 

12,080,538,827 lJ ,473,075,546 607,463,281 5.29 

13,227,173.919 13,274,614令251 ム47,440,332 ム0.36

8.285,774.946 8町140,463,660 145. 311. 286 1. 79 

4,941,398,973 5' 134 '150. 591 ム192.751,618 ム3.75

18,861,596.652 8,247,701,500 10, 613' 895' 152 128.69 

2,470,880，。。。 1,668.747,000 802 133.000 48.07 

104 370 929 359 90,869,465,432 13,501,463,927 14.86 

48,627,462,890 48, 142, 117、075 485,345,815 1.01 

55,743,466,469 42,727,348,357 13,016, 118可112 30.46 

平成5年度予備的経費配分実績

金 額 区 ノJ、J 金 額

32' 186千円 (2）特別 事業 t奈 資 10,045千円

32' 186 (3） 入学 試験経費 1,502 。 (4）各部局への補足 20 639 

金 領 区 分 金 額

526,707千円 学生懇話室紀要刊行資 500千円

526,707 厚生補導設備整備 4,500 

39,493 (4）入学試験経費 32,413 

84,667 (5） 本 部 運 f営 ~-t 38,039 

1,519 (6）管 理 連 ’営 資 116' 532 

29 900 庁舎等管理運営~ 62' 112 

53,248 施 設 等 整 ｛椅 54,420 

11, 099 (7）ー 市生 校 費。 一 般校費補足 204 464 

6,099 
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＜コラム＞

［拾-t: 天理市清水風遺跡出土の土器に描

かれている古代の

船の線刻画は，古代史の分野で非常に貴重なも

のと思いますが，計算機科学の分野にいる門外

漢の筆者にも大変に興味深く！感じられます。

オールの数は両側で計36くらい，一人一本の

オールを桝ぐと36人の漕ぎ手ということになり

ます。36人が息を合わせて36本のオールを同期

させて漕いだのでしょうか。大海を波った古代

の大船とのことですが，ボートレースを楽しむ

長崎の飛竜船のようにも見えます。

ところで，この稜の人力艇レースで，あらゆ

る規制を無くして，スピードレースを開催して

はどうでしょうか。おそらく，さまざまに創立

工夫をこらしたボート

と，超高度並列というか，極限並列の計算速度

の理論的限界の議論ができます。例えば，割算

のスピードレースをするとなると，扱う数の桁

数の対数に比例する時間で原理的には計算で

き，これが限界です。

ボートの方も，鰹の泳ぎのようにただただ漕

ぐのでは限界があるので，心機一転，飛び魚の

ように一挙に高飛びしたくなります。レースで

は，さらに神屯に導かれて楽勝したいもので

す。計算機のスピードレースにも何か飛ぴ道具

が欲しくなってきます。計算が手に負えなくな

るのは，解探索の道筋の数が指数爆発するから

です。いままでの論理回路を趨える，指数爆発

を鎮火させる能力がある超論理回路とでもいう

ものが実現できれば，レースで快勝できる理l:J¥

です。もし趨論理回路

が出現するでしょう。

さてどのボートが勝つ

のでしょうか。1人乗

りのボートと 2' 4. 

スピードレースの論理
ができれば，~~：！盛は無

理としても，連想や直

観に加えて，オラクル

のようにパッと閃く能

)Jが開花するでしょう8 • 16, 32, 

1.024人来一 りのボート

のどれに賭ければよいのでしょうか。人数が増

えるにつれて無限に速いボートになっていくの

でしょうか。それとも結局は一人乗りボートと

同速なのでしょうか。

さて，計詐機の暦史もスピードレースの歴史

であるといっても過言ではありません。計算機

の世界でも， lシステムのなかに処理装置l台

のみというものの他に，並列に動作する 2,

4, 8，…・…ー， 1,024台など複数の処理装置

を内蔵するものも現れました。6万5千台のも

のまで作られています。百万台という紐並列計

算機の開発計jilJJもあります。しかし，これでど

んな難問も無限に速く解決するかというと，そ

うはいきません。

処理装置の中身は，筆者が専門とする，論理

素子のネットワークである論理回路です。論理

素子を幾らでもどのように使ってもよいとする

矢島情 一
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か。

さて，スピードレースでいま一つ大切なの

は，オールを速く iV~ ぐことだと思います。 計算

機でいうと内蔵しているクロックの周波数を上

昇させることです。35年前の廿，筆者が設計し

た京都大学第 1号電子計算機 KDC-lのクロ y

ク周波数は 230kHz でしたが，いまの計~：機

では 500MHzのものもあり， 30年間でオール

を千倍以上も速く漕ぐようになりました。

何をそんなにあくせく急ぐのかについて，

じっくりと論議を重ねないといけないのです

カえスピードレースは主主々エスカレートして21

世紀に突入する勢いです。因果はめぐって，こ

れは結果として， 21世紀の社会に，また教育分

野に計り釘lれない大きいインパクトを与えるで

しょう。

（やじま しゅうぞう 情報処理教育センタ一

長 ・」二学部教授）
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日社
"""' 

(1994年10月1日一10月31日）

lOJi 1日 木質科学研究所.；；~学部公開講雌「今なぜ木

材かーいちばん身近なエコマテリアル，木材

の再発見 」第1日日（2日まで）

4日 平成6年度京都大学職μ研修蛇作者（係長

級）研修（ 7日まで）

6日 インド国ダッカ大学 EmajuddinAhamed 

学長他l名来学，総長及び関係教官と懇談

11日評議会

。 大学院審議会
14 11 ドイツ述ヂII共和国 ミュンへン大学 Wulf

Steinmann 学長他 1名米学，総長及び｜剥係教

’白と懇談

17日 平成6年度京都大学実務講＇Pl会（20「lまで）

。 京都大学森秋講義月曜講義第 1「！日（以
後の日程は， 24日， 31日， 11月7日， 14日）

フランス共和国 ストラスブール第一大学

Adrien Schmitt学長他4::¥,;l民学，総長及び関

係教官と惣談

19日 同和問題委員会

。 京都大学イ宇秋講義 水H自立i~義 第 1日目（以

後の日程は， 26日， 11月2日， 9日， 16日）
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22日一26日

総長，大学：間学術交流に｜刻する打合せ等のた

めアメリカ合衆国を訪問

22日 京都大学市民議出第 1日日（以後の日程

は， 29日， 11月5日）

25日 中華人民共和国深1Jll大学薬徳麟学長他

3名来学，総長（代理）及び関係教’庇と恕談

26日 国際交流委J.1会

27日 ドイツ連邦共和国 ドイツ学術交流会 Peter

Groscurth日本担当謀長他1名米学，総長及

び関係教YI・と懇談

オーストラリア国 スウィンパーン工科大学

John Gilbert Wallace副午長他2名来学，総

長及び関係数官と懇談

28日 環境保全委員会

中華人民共和国間北大学郁必問lj学長他

2名来予，総長及び関係数’1j＂と懇談

30日一11月2口

総長，高等教育に関する調査等のため中葉人

民共和国を訪問
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